
刊行ごあいさつ � ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ �
糖尿病を怖い病気でなくするʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ学ɹࢁຊɹɹത �
育児支援と多文化共生によるＤ＆Ｉʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ɹ෭学ʢڭҭ୲ʣɾྲྀަࡍࠃηϯλʔɹࢤଜɹɹܙ �
流体の運動が熱・物質の移動を決めるɹ෭学ʢڀݚ୲ʣ݉ αεςΠφϒϧγεςϜՊ学ڀݚՊɾڭतɹଜɹൟஉ �

知識をより良く共有・活用できるシステム構築を�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ্ాɹ๕߂ �
スポーツ用高性能マシンの研究開発ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹञҪɹɹ ��
熱流体分野からエネルギー産業への貢献を目指すʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹՎݪཅҰ ��
熱流体デバイスの高性能化を目指してʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ大ɹɹݩ ��
ものを作って試して測って壊すʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ߳ɹത೭ ��
やわらかい材料の界面をみる，つくる，いかすʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹപ୩ɹૉ༸ ��
作業者と工場にやさしい産業機械を開発するʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ্ɹ༞྄ ��
分布系形状最適設計手法の開発ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ࢙ɹɹۚ ��
加工技術はものづくりの基本ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹࡉɹɹߊ ��
金属製品・部品の形状と特性を制御する�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹɹɹݪږ ��
現場を変えたいʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹसɹਅҰ ��
メカトロニクス機器の開発と制御ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹɹਖ਼ར ��
センサ・フュージョン，運動力学解析による新情報の創出ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹኍɹɹܓ ��
磁性材料を用いたエネルギー・通信応用技術�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹాɹጏ࣏ ��
自然の中の“電気”を見るセンサーの開発� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹࢁԼɹࡾ ��
人工知能によるココロの理解と産業への応用ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹֿݪɹ༞ี ��
価値ある情報を価値ある形で提供ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹࡔຊɹҰຏ ��
複雑なシステムに隠された単純な数理を探してʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹଜࢁɹ立ਓ ��
コミュニケーションと脳の不思議に述語的統一で迫るʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ౻ݪɹਖ਼ ��
カオス理論を光デバイス研究に応用ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹࣰݪɹɹ৾ ��
量子ウォーク／量子の世界の酔っ払いの数理ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹླɹষే ��

その人らしく生きることを支えるʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ℄ాਅ༝ඒ ��
スキンケアを通してがん患者の生活をいきいきとʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ松Ҫɹ༏ࢠ ��
喘息の子どもによい運動と環境を考え中ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ∁ɹ༞հ ��
医療分野で起こる感染症を、看護実践で最小限にしたい�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹҏ౻ɹಓࢠ ��
足のむくみに苦しむ多くの人たちを救いたい！ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ্ాɹөඒ ��
睡眠についてʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹՃ౻ɹઍՆ ��
リンパ浮腫のセルフケアをお手伝いしたいʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹླ༝ґࢠ ��
その人のストレングス（つよみ）に注目ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹยࢁɹඒึ ��
認知リハビリテーションで多くの人を支えたい！ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ૬্ɹࢠ ��
見えなかったものを「見える」化し、我慢させない�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹɹՂࢠ ��
重症患者の声なき声に応えたいʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹాࢁಸࢠ ��
人の手の力と人との絆をケアにʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ小ઘɹ༝ඒ ��
「食べて、笑って、自分らしく老いる」を支えるʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ༪ాɹܙཧ ��
高齢者の望む「自分らしい生活」を叶えるʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹాɹ༟ࢠ ��
すべての子どもたちに良好な睡眠をʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ小ాɹɹѸ ��
発達に特性のある子どもとその家族の支援者になるʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹલాɹगඒ ��
女性と母子の健育づくり・食育をお手伝いします�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹࡔຊΊ͙Έ ��
妊婦健康診査実習をルーブリックで学びやすくʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹాࢁɹو ��
妊産褥婦と子ども、家族の幸せのお手伝い�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹཹ࢘ٱཧࢠ ��
支援のユニバーサルデザインを目指してʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹɹɹඒ ��
「地域で自分らしく暮らす」を支えたいʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹޱɹඒ ��
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保健師の「困った」や地域の健康を共に考えたい！ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹதాɹ໌ܙ ��
幸せになるための健康管理ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹాඒஐࢠ ��
データと“健康”を結びつける� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ௩୩ɹ߂࠽ ��

世界初の医療機器を作りたいʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹࢁԬɹೋ ��
脳病態の解明に機能と形態の融合で迫るʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹӜɹ߂थ ��
「解剖学」を追究したいʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹాɹنߒ ��
人工知能は人を超えるʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ౻ాɹҰण ��
画像解析技術による医療支援ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹҪᖒɹ७ࢠ ��
光で開拓する未来の医療ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹࢁԬɹఓٱ ��
後にきっと助かる、高齢者に対するヘルスケアと医療支援システムの研究開発�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹཥɹɹᏤ ��
脳波を使った新しいリハビリ機器を目指してʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹڮຊɹହ ��
健康増進のための技術・研究開発�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹɹխಓ ��
先天性心疾患治療を目指す未来の人工臓器研究ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹాࢁɹতത ��
臨床工学領域研究の成果による医療安全への貢献ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹࠤ౻ɹٓഢ ��
より簡便な「測れる」の実現を目指してʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹླɹҮే ��

言語を社会との関係で捉える研究ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹԬଜɹɹప ��
自分たちの「あたりまえ」が外から操作され勝手に語られる？ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹḏ୩ɹໜथ ��
映画で理解するアメリカ文化・アメリカ先住民の歴史�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ小ݪɹจӴ ��
地域の観光は地域がつくるʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹதࢠࢠو ��
文化を基盤とした真に豊かな社会を築くためにʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹேɹ༝ر ��
Regional Advantage in a Global Economy�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹਗ਼ɹɹ߶࣏ ��
変化する環境の中で、幸福な生活を送るために�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹଜɹɹ ��
スポーツツーリズムは街に魅力的なイメージを与えるʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹɹɹޫܚ ��
日本海地域からアジアと世界の激動を理解するʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹɹɹҎߐ ��
民主化と今日の王権の位相ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹౡɹɹ܆ ��
人の国際移動からグローバル化時代の諸問題を考えるʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ݄ɹɹѮ ��
国際貿易の視点から世界を俯瞰する！ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹҰϊ೭ ��
日本文学の「古典」を書いてあるとおりに読むʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹଜɹɹ૱ ��
日英対照から見えてくることばの世界ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ௰ɹɹ ��
効果的な言語学習方法を多様なアプローチで探求ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹౡɹढ़ ��
Understanding the Encounter with the International Other� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ɹσχεɾϋʔϞϯ ��
昔の人は漢字をどのように読んでいたかʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹڮຊɹࢠو ��
他者視点の地域文学研究ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹṄɹɹ小ᠳ ��
「テクスト」を軸とした基礎研究・応用研究�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ୯ɹɹᢳ䆾 ��

目指すは、まちづくりのハード・ソフトの融合研究ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ∁ࢁɹ७Ұ ��
「持続可能性」の哲学的基礎付けʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹӬ৹Ұ ��
マヤ文明遺跡の発掘調査を通して古代文明の謎に挑むʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹதଜɹҰ ��
マヤ文明圏の南東端から往時の地域間交流を考えるʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ小ɹխ༸ ��

研究者氏名索引  �ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
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　公立小松大学専任教員全員の経歴と専門分野および研究アクティビティーを紹介する「研究

シーズ集・研究者要覧」第6集をお届けします。

　本冊子によって，公立小松大学がどのような人的知的資源を擁するかをご理解いただき，技術

相談，シーズ・ニーズマッチング，共同研究といった産官学金民言連携の創出・発展や，専門分野

や機関・地域の垣根を超えたコラボレーションが促進されるところとなれば，幸いです。

　生化学者アーサー・コーンバーグ1）は，「発明は必要の母」といいました。発明・発見は，新しい

製品，市場，産業，雇用を生み出しうるからです。そう遠くない将来，公立小松大学の研究や社

会連携から，そのようなイノベーションが生まれることを希っております。

　本学は，工学系，医系，文系の3学部4学科と，それらに接続し分野横断的な教育研究を行う

1研究科3専攻を擁する総合大学です。産官学連携やコラボレーション，そしてイノベーションは理

系からも文系からも生まれます。米国カリフォルニア大学サンフランシスコ校でなされた，学習障害

のある子どものための学習システムの開発と起業化2）は，文理融合の成功例として有名です。

　基礎研究も重要です。プリンストン高等研究所を開設したエイブラハム・フレクスナー 3）は，ファ

ラデー，マクスウェル，アインシュタインらを例に挙げ，usefulness（効用）を意識することなく，素朴

な curiosity（好奇心） から発した研究が如何に大きな恩恵を人類にもたらしたかを強調していま

す。大学は，地道な基盤的な研究も気長に支援し，未来を創造する仕事と人を育てて行かねば

なりません。それが，私たちの国日本を活性化する道でもあると思います。
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のある子どものための学習システムの開発と起業化2）は，文理融合の成功例として有名です。
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シーズ集・研究者要覧」第6集をお届けします。

　本冊子によって，公立小松大学がどのような人的知的資源を擁するかをご理解いただき，技術

相談，シーズ・ニーズマッチング，共同研究といった産官学金民言連携の創出・発展や，専門分野
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　本学は，工学系，医系，文系の3学部4学科と，それらに接続し分野横断的な教育研究を行う
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その他
　地域への大学の知の還元を目指し、年1回程度、ゲストスピー
カーを招き「市民公開フォーラム」を開催したり、地域の伝統的な
お祭りや行事、ボラ
ンティア活動などの
学生参加を促進し
ています。

　公立小松大学Ҭ࿈ܞਪਐηϯλʔɺ本学ͷҬ࿈׆ܞಈͷ૭ޱͱ͠ ͯɺ࢈学࿈׆ܞಈΛࢧԉͯ͠い·
͢ɻ大学ͷ༗͢Δਓతݯࢿత࢈ࢿɺࢪઃͳͲΛ׆༻͠ɺҬʹ͓͚ΔਓࡐҭΠϊϕʔγϣϯͷग़ɺۀ࢈
ͷൃలɺҬҩྍͷ্ɺࡍࠃԽͷਐలʹ͚ͨऔΓΈΛਐΊͯい·͢ɻ　

共同研究、受託研究等のご相談
　大学と共同研究をしたい、大学の研究成果を知りたい、技術課題の解決に協力してほしいなど、産官学連携全般および共同研究・
技術相談等のご相談に応じます。産官学連携担当特任教授がご相談を伺い、最適な研究者をご紹介し、研究開発プロジェクトの実
施を支援します。

こまつ市民大学の開講
　小松市、小松商工会議所、まちづくり市民財団、社会福祉協議会と
連携し、市民向け講座を開講しています。「地域づくり」「ライフスタイル」
「スキルアップ」などのカテゴリーに応じ、本学教員もさまざまな講座を担
当しています。

社会人教育の推進
●ものづくり人材スキルアッププログラム
　地域のものづくり企業の従業員を対象に、ものづくりに必要な知識を一貫して体系的に学ぶ事ができる実践的な教育プログラムを
開催しています。目的に合わせた、生産管理技術（Ａコース）、工場経営管理（Ｂコース）の2つの選択コースと、すべての科目を履
修する総合コースがあります。　　　　　　　　　　　　　 ˞૯߹ίʔεɺจ෦Պ学ল৬࣮ۀફྗҭϓϩάϥϜʢ̗̥ ʣʹ ೝఆ͞Ε͍ͯ·͢ɻ

●資格取得支援講座
　品質管理検定（ＱＣ検定）など、資格取得を支援しています。

ʢ�ʣࣄ�ہͰͷدෟɹɹ҄Ωϟϯύεʢ�֊ʣ͓ӽ͠
͍ͩ͘͞ɻۚݱͷΈͰͷडͱͳΓ·͢ɻ

ʢ�ʣ�Πϯλʔωοτ͔Βͷ͓ਃࠐΈʢΫϨδοτΧʔυܾࡁɺί
ϯϏχܾࡁɺ1BZ�FBTZܾࡁʹΑΔ͓ࢧ͍ʣɹຊ学ϗʔ
Ϝϖʔδ͔ΒΞΫηε͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ʬ੫๏্の༏۰ાஔʭ
ෟɺ͍دෟɺ๏ਓ͔Βͷدਓ͔Βͷݸ ͣΕ
੫๏্ͷ༏۰ાஔΛड͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖·
͢ɻৄ͘͠ɺຊ学ϗʔϜϖʔδͰ֬͝ೝ͘
͍ͩ͞ɻ

ɹओʹຊ学ͷ学ੜम学ɺڭҭڀݚɺҬݙߩɺྲྀަࡍࠃɺΩϟ
ϯύεڥඋʹΔۀࣄΛࢧԉ͠ɺΑΓҰͷॆ࣮ΛਤΔ
ͨΊʹ׆༻͍͖ͤͯͨͩ͞·͢ɻ
ɹ͝ࢧԉ͝ྗڠͷ΄ͲɺΑΖ͓͍͍ͨ͘͠͠ئ·͢ɻ

ʬओな׆༻༧ఆʭ
学ੜम学ڥඋۀࣄʗۀࣄྲྀަࡍࠃʗڭҭɾڥڀݚ
උۀࣄʗΩϟϯύεڥඋۀࣄʗҬۀࣄݙߩʗه೦
ɹͳͲۀࣄԉࢧతࡁܦʗ学ੜͷۀࣄ

ʬ͝دෟのํ๏ʭ
ʢ�ʣ�ۚ༥ؔػ૭ޱʢ༣ศہɾΏ͏ͪΐۜߦΛআ͘ʣͰͷৼࠐ
�������˞ຊ学ॴఆͷৼࢴ༺ࠐɺ҄ Ωϟϯύεʢ�֊ʣͰ͍ͯ͠·͢ɻ

ಉ研究ڞ
●本学において企業等から研究経費等を受け入れ、本学の研究者が企業等の研究者と共通の課題について
　共同で研究を行います。
●本学及び企業等において共通の課題について分担して研究を行います。

डୗ研究 ●企業等（委託者）から委託を受けた研究課題について、本学の研究者が研究を行い、
　研究成果を委託者に報告します。

ͦͷଞ
●審議会、委員会の委員の委嘱
●研修会、研究会、勉強会の講師依頼
●各種事業のアドバイザーの委嘱 など

Ҭ࿈ܞਪਐηϯλーʹ͍ͭͯ ҬのֶͼΛ͑ࢧΔ

技術相談、共同研究などの相談は、
ホームページの問い合わせフォームから
お気軽にどうぞ。

教員の研究内容、研究シーズは、
ホームページからもご確認いただけます。

͍߹Θͤ⾣ こまつ市民大学事務局（小松市生涯学習課内）　
〒923-8650 石川県小松市小馬出町91番地　　TEL：0761-24-8128

⾣ෟʹ͍ͭͯͷ͍߹Θͤد 財務課　TEL：0761-48-3101

ެཱখদେֶۚجのدෟの͝Ҋ

� Ҭ՝のղܾに͚て

Ҭとੈքとつな͕Δ

Ҭ࿈ܞਪਐηϯλー ͍߹ΘͤϑΥーϜ

ホーム

地域連携推進センター 技術相談・その他ご相談

大学案内 附属施設»
»
» »

研究シーズ集・研究者要覧

ホーム 研究・産官学連携

研究シーズ集、教育者要覧

» »

シーズ・ニーズマッチングシンポジウム
　研究シーズ（種）とは、将来に可能性を秘めた研究・技術を意味します。大学の研究シーズを広く地域に公開し、地域のニーズと結
び、委託研究や共同研究、地域の課題解決などにつなげていくことを目指して定期的にシンポジウムを開催しています。シンポジウムで
は、教員の研究発表や意見交換などを行います。
　また、学生による卒業研究の中間報告（ポスターセッション）を中心としたシンポジウムも開催しています。学科の特色ある研究内容を
紹介するとともに、地域のものづくり産業への貢献について触れる機会としています。

産官学合同シリコンバレー研修
　2019年3月に開設したシリコンバレーオフィス（アメリカ カリフォ
ルニア州）を拠点に、学生・地域の企業人を対象とした研修やオ
ンラインセミナーなど
を実施しています。
シリコンバレーの起
業文化などを学び、
そこから、地域課題
の解決を探ります。
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